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	ポ イ ン ト

	
	・開放設備がオーステナイトステンレス鋼の場合、ポリチオン酸による応力腐蝕割れ対策を協議し対策すること。

(1)

ｱ. ドレンより内部プロセス流体が出ないことを確認する。

ｲ. ベントよりプロセスガスが残留していないことを確認する。

  但しスラッジ、ポリマーの残留する塔槽類は協議の上開放を決定する。

(3) 塔槽内温度が常温とは、外気温を目安として、異常に温度差がない場合をいう。

(10)ドレン・ベントバルブを開けることにより系内に空気が入って、硫化鉄が燃える恐れがある場合は水洗等の対策が必要。

(12) マンホールを２箇所以上開放する際は上部マンホールより開放し、開放したマンホール付近の酸欠防止対策実施後、下部マンホールを開放しドラフトによる上部マンホール付近作業者の酸欠防止を図る。

	
	


開始





     塔槽内部に


 残ガス、残留物は


      ないか





    塔槽内温度は


    常温となって


      いるか





回転機のあるものは動力源をカットする





他系と切りはなされていることを確認する





硫化鉄対策は必要か   





硫化鉄対策を実施する





塔槽内圧力が大気圧であることを確認する





ドレン・ベントバルブは開いているか確認する





周囲に火気の無いことを確認する





マンホールを開放する





異常な温度上昇はないか   





マンホールの蓋を固定する





内部立入り禁止表示を行う





終了
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